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４．総括ワークショップのまとめ 

日 時：平成16年７月４日（日） 14：00～17：00 

会 場：人と防災未来センター ５階 

 

１４：００ はじめに 

 （５分）  ・主旨説明 

       ・進め方の説明 

 

１４：０５ ステップ０ 

 （10分）  ・アイスブレーク 

 

１４：１５ ステップ１ 

 （25分）  ・各地域の成果の確認（『10年間を振り返って』） 

        ～各地域のまとめを見ながら、ふさわしくない分類、誤字等を修正する～ 

 

１４：４０ ステップ1.5 

 （50分）  ・全地域でのまとめ 

        ～全地域の意見として会場全体で議論しながらまとめ、 

                  重要と思われる項目５つを選び投票する～ 

 

１５：３０ ～休憩～ 

 （10分） 

 

１５：４０ ステップ２ 

 （25分）  ・各地域の成果の確認（『将来に向けて』） 

        ～各地域のまとめを見ながら、ふさわしくない分類、誤字等を修正する～ 

 

１６：０５ ステップ2.5 

 （50分）  ・全地域でのまとめ 

        ～全地域の意見として会場全体で議論しながらまとめ、 

                  重要と思われる項目５つを選び投票する～ 

 

１６：５５ 最後に 

 （５分） 

 

１７：００ 終了 

部会長の代表による

コメント 

各部会長も一緒に作業を

する 

各部会長も一緒に作業を

する 
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・ステップ１：各地域のまとめ 
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・ステップ１：総括でのまとめ 
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総括ワークショップの参加者51名と検証部会長等６名を加えた57名で「震災後10年間を振

り返って」をまとめ、順位付けを行った結果は上図のようになった。 

その結果、「地域のつながりは広がったが、新旧住民のつながりや子育て支援などでも、こ

れからのリーダーの育成が課題だ。」、「防災意識はめばえたが、次の災害への備えは十分でな

く、防災教育も大切だ。」、「震災の体験への思いを生かしながら、記録と記憶を伝えなければ

ならない。」の３項目がいずれも44点で、参加者の77.2％が投票している。 

一方、意見数でみると、最も多いのは、「地域のつながりは広がったが、…」（172枚）、つ

いで「防災意識はめばえたが、…」（150枚）、「道路などの復興整備事業は進んだが、まちの

景観の復興に地域差がみられる。」（139枚）となっている。 

また、投票数でみた上位３項目のうち、「地域のつながりは広がったが、…」と「防災意識

はめばえたが、…」では、その中に含まれているほとんどの項目が、各地域で上位５位以内

の投票数のもので構成されているが、「震災の体験への思いを生かしながら、…」については、

各地域の投票では５位以下だったもので構成されている。 

各項目にどの地域の意見が含まれているかでみると、投票数の上位３項目と「新しい産業

の仕組みなどは生まれたが、経済の復興はこれからだ。」および「震災のときに、励ましや人

の輪の大切さが身にしみたが、今でも心のケアを必要とする人がいる。」には全地域の意見が

含まれ、関心の高さがうかがえる。
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・ステップ２：各地域のまとめ 
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・ステップ２：総括でのまとめ 
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総括ワークショップの参加者51名と検証部会長等６名を加えた57名で「将来に向けて」を

まとめ、順位付けを行った結果は上図のようになった。 

その結果、投票数が最も多かったのは、「災害に対する自助・共助・公助の組み合わせを強

めていこう。日常が非常を支える。」（98.2％、56点）、ついで「今回の検証が復興のまく引き

とならずに、震災で得た経験や知恵を風化させることなく、継承・発信していこう。」（84.2％、

48点）、「ボランティア活動の振興、サポート、連携、組織化が大切だ。」（80.7％、46点）と

なっている。 

一方、意見数でみると、最も多いのは、「災害に対する自助・共助・公助の…」（152枚）、

次いで「地域の中の人と人とのつながりを深め、多様な交流を広めていこう。」（151枚）、「今

回の検証が復興のまく引きとならず、…」（113枚）と、これらはいずれも100枚以上の意見が

包含されている。 

また、投票数の上位３項目においては、「10年間を振り返って」とは異なり、各地域の上位

５項目との関係は明確にはみられなかった。 

各項目にどの地域の意見が含まれているかでみると、「これから大切にしていきたい人生の

価値を考えていこう。」を除いて、どの項目にも各地域の意見がほぼ均等に含まれている。
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・総括ワークショップの様子 

齋藤副知事のあいさつとともに開始 まずはアイスブレークから

すぐに熱心な話し合いが始まった 旗を使ってのステップ１のまとめ

続いてステップ２でも積極的な意見が飛び交う 各地域とも時間を忘れるほどの話し合いが続く

再び旗上げによるまとめ 丸シールで重要だと思われる意見に投票


